


はじめに

平田光司　学融合推進センター

　総研大では「科学と社会」に関するレクチャーがいろいろと用意さ

れています。これからの科学を担う研究者には、自分が努力し、また、

楽しんでもいる研究に関する深い理解だけではなく、その研究が広い

社会とどう関係しているのかを知り、社会からの要請に答え、また社

会に科学知識や研究者としての意見を発信していくことが求められて

います。「深い専門知識と広い視野」を持つ研究者を育成することは、

総研大開学以来の精神です。この両者は決して、相矛盾するものでは

なく、相補的に相強め合うものであることは、多くの実例が証明して

いると言えます。

　これらのレクチャーの記録は、製本され、出版されています。古い

ものは手に入れるのが難しいものもありますが、CDとしても残されて

おり、またウエブによる公開も行われる予定です。

　本講義録には、最近行われたいくつかの総研大レクチャー、全学開

講科目の中から、講義録を作製できたものをまとめています。「科学

における社会リテラシー」は毎年開講されていますが、2008年は岡崎

キャンパスで、2009年はつくばキャンパスで開講され、施設の見学な

ども行われました。「生命科学と社会」も毎年、開講されていますが、

本講義録には2009年の講義（岡崎キャンパス）が収録されています。「科

学・技術と社会」も毎年開講されますが、春の入学式の直後に葉山キャ

ンパスで開講されます。本講義録には2009年の講義をまとめました。

　これらの講義は、本学学生が参加する場合には、専攻や学年にかか

わりなく、必要な交通費や宿泊費の一部が支給されます。また、その

機会に他専攻の学生と交流する良い機会ともなっています。留学生の

ための英語による講義も順次、整備して行く予定にしています。
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